
  



  



夏季フィールドワーク企画書 
 

1．サイト：大多和医院 
 
2．住所：千葉県長生郡白子町南日当 851−1 
 最寄り駅：JR 外房線本納駅 
 
3．ホームページ：https://otawa.org/ 
 
4．実習担当者： 医師：森 德郎  
 1985 年生まれ。総合内科専門医・家庭医。大多和医院院長。特定非営利活動法人ジャパン 
ハート顧問。 大学卒業後、総合内科医として市中病院に勤務。死にゆく人に何ができるか を悩

み、緩和ケアチームの立ち上げ。並行して年間 3 ヶ月間、全国の僻地離島への支援勤務に従事。 
2017 年から「医療の届かないところに医療を届ける」認定非営利活動法人ジャパンハートのカ

ンボジア事業にボランティアとして参加。その後、ミャンマー病院事業コーディネイ ター、ラ

オス新規事業立ち上げなどを兼務。2019 年より新設された海外医療事業統括。  
2020 年より日本国内の新型コロナ対策リーダーとして、クラスター支援事業などを立ち上げ。

海外インフラ検疫設計・新規事業立上支援を行う事業会社を設立。  
2021 年、家庭医療を実践するため白子町に診療所を開設。  
 
5．日時：要相談 
 
6．対象：医学生 1〜6 年生 
 
7．受け入れ人数：最大 4 名 
 
8．目標：社会事業や地域活動への参加を通じて地域医療を学びます。 
 
9．内容：社会事業体験（テントカフェの店長、小学生サマースクールの企画立案・実行、

地域住民を対象としてイベントの企画立案・実行、子どもの居場所づくりなど） 
*準備のため、オンラインミーティングを数回行います。 
 
 
＜1＞地域と医療の新規事業提案コース 4 日間(1 泊 2 日×2) 
  ※学生さん要相談 
 
 day1 ・インプット(白子町の情報や現在の取り組み内容の共有)  
    ・ディスカッション(どのようなことをやってみたいかアイディア出し) ・リサーチ 
 
 day2 ・実地調査 
    ・企画内容の決定  
          ・告知 
 
 day3 ・準備/実行  
 
 day4 ・振り返り/フィードバック・懇親会  
 
 



＜2＞サマースクールのインターン 9 月予定 2 日間(1~2 泊)  
      サマースクール(こどもイべント)の実施における 準備・運営を行う。 
 
 day1 ・イべント前日準備 
 
 day2 ・イべント実行/振り返り/フィードバック・懇親会  
 
 
＜+α＞コミュニティテントカフェ ・テントカフェは地域の方々の楽しみの場となりたいという

思いから スタートしたものです。現在では、診療後の患者様や 地域の方が利用してくれていま

す。 ・テントカフェの設営・準備・店番をしつつ利用客との会話の中で地域の生活を知る。  
 
※上記は組み合わせての参加も可能です。  
※その他やってみたいことがあればいつでもお問い合わせください。  
 
 
 
10．宿泊施設の有無：ゲストルームにて宿泊が可能です。 
 
11．食事の準備（「昼食持参」「売店あり」など）： 
  昼食は当院で準備致します。 
  夕食は当院にて BBQ、または飲食店にて懇親会を行います。 
  交通費は実費を全額支給致します。 
 
12．学生へのメッセージ 
  地域に関わる医学生インターンを募集致します。 
  医学部の外、医療と地域の波打ち際まで出て、いつもの日常の外にある面白いことを 
  僕らと一緒に探してみませんか。 
  懇親会、BBQ のみの参加も可能です。お気軽にご連絡ください！ 
 
 
 


